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２月の行事 
  ２日(木) ３年進路報告会 

  ４日(土) 秘書検定 

  ５日(日) 全商商業経済検定試験 

 １１日(土) 全商ｽﾋﾟｰﾄﾞ認定試験 

 １５日(水) 日商販売士検定試験 

 １７日(金) 予餞会 

 １９日(日) 全経簿記検定試験 

 ２５日(土) 全経電卓検定試験 

 ２６日(日) 日商簿記検定試験 

 ２７日(月)～３/１(木) 1･2年学年末考査 

ある大学でこんな授業があったという。  
「クイズの時間だ」教授はそう言って、大きな壺を取り出し教壇に置いた。 
その壺に、彼は一つ一つ岩を詰めた。壺がいっぱいになるまで岩を詰めて、彼は学生に聞いた。 
「この壺は満杯か？」教室中の学生が「はい」と答えた。 
「本当に？」そう言いながら教授は、教壇の下からバケツいっぱいの砂利をとり出した。 
そして砂利を壺の中に流し込み、壺を振りながら、岩と岩の間を砂利で埋めていく。 
そしてもう一度聞いた。「この壺は満杯か？」学生は答えられない。 
一人の学生が「多分違うだろう」と答えた。  

教授は「そうだ」と笑い、今度は教壇の陰から砂の入ったバケツを取り出した。 
それを岩と砂利の隙間に流し込んだ後、三度目の質問を投げかけた。「この壺はこれでいっぱいになったか？」 学生は声を
揃えて、「いや」と答えた。 
教授は水差しを取り出し、壺の縁までなみなみと注いだ。彼は学生に最後の質問を投げかける。 
「僕が何を言いたいのかわかるだろうか」  

一人の学生が手を挙げた。 
「どんなにスケジュールが厳しい時でも、最大限の努力をすれば、いつでも予定を詰め込む事は可能だということです」 
「それは違う」と教授は言った。 

平成２４年度 入試日程 
２月 

２０日(月) 入学願書受付 

２１日(火) 入学願書受付 

 ２２日(水) 志願先変更 

２３日(木) 志願先変更 

２７日(月) 志願先変更 

  

３月 

 ２日(金) 学力検査 

 ５日(月) 面接 

 ９日(金) 入学許可候補者発表 

優勝！熊商サッカー部 ～県内商業高校サッカー大会～ 

 第 1 回埼玉県商業高校カップにおいて、熊商サッカー部は見事優勝の栄冠を

勝ち取りました！毎日聞こえてくる生徒のかけ声の中で、多くの割合をサッカ

ー部が占めています。熱心に練習を続けるサッカー部は、公式戦でも徐々にそ

の力を発揮できるようになってきました。校内外の美化活動にも積極的に携わ

るその姿は、熊商においても着実に存在感を増しています。 

大会結果 (３勝１引き分け) ＜リーグ戦による点数計算式＞ 

   熊谷商ｖｓ深谷商   ４－１／ 熊谷商ｖｓ岩槻商   ４－１ 

   熊谷商ｖｓ狭山経済  ０－０／ 熊谷商ｖｓ浦和商   ９－０ 

第３位 熊商女子バスケットボール部 ～県北高等学校バスケットボール大会～

第１０回県北高等学校バスケットボール大会において、熊商女子バスケ部が第３位入賞です！ 

 県北大会では過去２度ずつの優勝・準優勝という実績を誇っている熊商女子バスケ部が、欠か

すことのない毎日の地道な練習で養った力により、決勝まであと一歩のところまで来ました。次

の試合で狙うのは、“優勝”の二文字です。 

県議会副議会長賞 写真部 ～第７回埼玉県議会フォトコンテスト～ 

 第７回埼玉県議会フォトコンテストで、佐野祐那さん(妻沼西中)の作品「男の祭」が「特選 埼

玉県議会副議長賞」に入賞しました。大杉神社のあばれ御輿を撮った作品です。今回のコンテス

トには５４９点もの優れた応募作品があり、その中から選ばれての受賞です。

準優勝！熊商柔道部 ～全国高校柔道選手権埼玉県予選 女子個人戦～ 

 個人戦では北部地区チャンピオンの志村成美さん(行田西中)が準優勝に輝き、女子団体戦

はベスト８に入賞しました。決勝は、延長戦の末に旗判定で決着しましたが、どちらが優勝

してもおかしくない試合内容でした。今後の練習に明確な目標ができました。 

 
 
 

埼玉県教育委員会の事業の一つである、実践的職業教育推進プロジ

ェクト「インターネット・ショッピングモール」のオープニングセレ

モニーが、大宮ソニックシティで開催されました。 

 「まなびや」と呼ばれる、ネットショッピングモールを高校生が自

ら運営し、ときには企業相手に営業活動を行って、「コミュニケーシ

ョン能力」や「プレゼンテーション能力」を育成します。 

 当日のセレモニーは「熊商＠ＫＵＭＡＮＡＢＩＹＡ」社長である鈴

木将也君(荒川中)の挨拶で幕を開け、人気アナウンサーとして活躍さ

れている大野勢太郎氏の講演会も行われました。 

実力未知数なだけに楽しみな、高校生運営のショッピングモールで

す。皆さんもぜひご利用ください。 

校長   島嵜 正和 

年頭にあたって －あなたの大切なものは何ですか？－ 

インターネットショッピングモール ～「熊商＠ＫＵＭＡＮＡＢＩＹＡ」開店～ 

URL http://kumasho.manabiya.co.jp

 モールに出店している企業 様  

「重要なポイントはそこにはないのだよ。この例が私達に示してくれる真実は、 
 大きな岩を先に入れないかぎり、それが入る余地は、その後二度とないという事なのだ」 

君たちの人生にとって”大きな岩”とは何だろう、と教授は話し始める。 
それは、仕事であったり、志であったり、愛する人であったり、家庭であったり・自分の夢であったり…。 
ここで言う“大きな岩”とは、君たちにとって一番大事なものだ。 
それを最初に壺の中に入れなさい。さもないと、君達はそれを永遠に失う事になる。 
もし君達が小さな砂利や砂や、つまり自分にとって重要性の低いものから自分の壺を満たしていけば、 
君達の人生は重要でない「何か」に満たされたものになるだろう。 
そして大きな岩、つまり自分にとって一番大事なものに割く時間を失い、その結果それ自体失うだろう。  

生徒のみなさん、あなたにとって、大きな岩とはなんですか。 年頭にあたって気持ちも新たに考えてみませんか？ 


